
 

 

心を届ける挨拶 

 校長 高田 公美 

毎朝、ふれあい隊の方々が通学路の各所で声をかけながら子供たちの登校を見守ってくださっていま

す。また、毎月 1 回、民生委員、児童委員の方々が、玄関前で登校してくる子供たちに挨拶をしてくだ

さっています。朝のお忙しい時間にもかかわらず、子供たちのために時間を割いていただいていること

に感謝の気持ちでいっぱいです。 

「あいさつ」を漢字で書くと「挨拶」となりますが、「挨」は「たたく」｢拶｣は「ひらく」と読みま

す。ですから、挨拶は、相手の心の扉をノックし、開くという意味と言えそうです。 

南門前の横断歩道では、子供たちの姿を見付けるとほとんどの

車は、子供たちが横断歩道を渡り終えるまで停車してくださって

います。数人で登校しておりますので、全員が渡り終えるまで、

長い時間になることもあります。運転手さんに会釈をしながら急

いで横断歩道を渡る子供、中には、渡り終えてから振り返ってあ

らためて深々と運転手さんにお礼をしている素敵な子供もいま

す。運転手さんのご厚意を受け止め、心の扉を開いて、「あなたに

感謝しています」と行動で伝えていると言えます。 

こんなやり取りを見ていますと、「先生や友達に挨拶をしましょう」「来校されるお客さんに挨拶をし

ましょう」というマナーとして挨拶の指導をすることから、さらに一歩進めて、自分の心を開いて、意

思や感情を相手の心に届けるための挨拶の指導が大切だと感じました。たとえ、どんなやる気や前向き

な姿勢、相手への感謝や好意があったとしても、態度やしぐさ、言葉等の行動に出さない限り伝わりま

せん。相手と好ましい人間関係をつくるための挨拶、その意味を、実際に体験しながら身に付けること

が大切だと思いました。 

6・7 月の生活目標は、「友達に優しくしてもらったら、ありがとうを伝えよう」です。何かをしても

らっても当たり前のように思ってしまっていないか、感謝の気持ちやお詫びの気持ちを素直に伝えてい

るかどうかを振り返り、気持ちを表す挨拶を心がけることを学校全体で実践していきたいと思います。

まずは、子供たちが挨拶の意味を感じることができるよう、教職員はもちろん、家庭や地域の方も含め

た「チーム中部」で、「あなたの存在を受け止めています」「あなたを大切にしています」という心を子

供たちに挨拶で届けていくことができたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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＜「道の駅 福光」を見学する児童＞ 

＜花苗の植え替えの様子＞ 

 
  ３年担任 畑腰 征志                  

３年生は、今年から総合的な学習の時間「はばたき」の学習に取り組んでいます。 

学習の初め、子供たちに「福光といえば」という投げかけをし、出てきたもの

を「いいな」と「ざんねんだな」というものに分けてみました。子供たちの見付

けた「福光といえば」を聞いてみると、８割程が「いいな」、２割程が「ざんねん

だな」でした。そんな福光のすてきなところをたくさん知っている子供たちです

が、「道の駅 福光」について聞いてみたところ、あまり知らないようでした。観

光客入り込み数が、年間約１２０万人（令和３年）で、県内で１位であること知

り、とても驚いていました。 

 今後は、「道の駅 福光」について「どうしてそんなにたくさんのお客さんが

来るのか」「どんな商品を売っているのか」等、個人やグループの課題解決に向

けて、タブレットや資料での調べ学習や校外学習を行う予定です。課題を解決し

ようと一生懸命に取り組む子供たちを支援していきたいと思います。  

 

                                           

 

 

 

今年度も「花と緑の銀行」より夏花壇用の花苗ポットを贈っていただきまし

た。新しい花苗に植え替えする作業を、６年生の栽培・掲示委員を中心に手際

よく行いました。また、曜日ごとに水やり当番を決め、一人一人が愛情をこめ

て花のお世話に取り組んでいます。 

委員の子供が栽培活動をしていると「私も植えたい」、「僕も水やりしたい」

と言って、様々な学年の子供たちが手伝っています。彩り豊かに植えられた花

を、興味深く見つめる子供の姿を見ていると、植物に触れたい、親しみたいと

いう自然を大事にする気持ちが栽培委員会の活動から全校児童に広がってい

ることを感じます。 

栽培活動を通して、植物を大切にしようとする優しい心が育っていくよう支援していきたいと思います。 

 

７月の行事予定 

 

ふれあい隊・こども１１０番の家の皆様へ 

  ７月の下校時刻変更をお知らせします。 
 

３日(月) 水泳教室開始 ２４日(月) 終業式、給食終了 

１１日(火) 委員会活動 ２４日(月) 学期末個別懇談会（～２５日） 

１８日(火) クラブ活動   

３日（月） 学期末特別日課のため   １４：２５（１～６年） 

４日（火） 小中合同研修会のため   １４：１５（１～６年） 

５日（水） 学期末特別日課のため   １４：２５（１～６年） 

１１日（火） 委員会活動のため     １４：２５（１～４年） 

１５：１５（５～６年） 

１８日（火） クラブ活動のため     １４：２５（１～３年） 

１５：１５（４～６年） 

２４日（水） 終業式のため       １３：１０（１～６年） 

「植物を大切に育てましょう」 

 

「道の駅 福光」のひみつを探ろう 

 

栽培担当 河合 郁音 


